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A. ヘッドホン(MDR-NC600D，ソニー)を着用し，ANC機能 ON B.ヘッドホンを着用し，ANC
機能 OFF C. ヘッドホンなし の 3つのタスク下での計測を，それぞれ 4回ずつ繰り返し




ロビン濃度(Oxy-Hb)を解析した。タスク前の Pre Time10s の平均値をベースラインとした
0次補正を行い，タスク開始後 10s-50sの 40秒間の平均値をデータとした。 
統計学的解析には反復測定による一元配置分散分析を行い，Bonferroni法による多重比
較を用いた。また，各項目の相関を見るため，Pearson の相関分析を用いた。有意水準は
5%とした。 
その結果，歯科診療音を聴取することによる脳血流動態への影響は，主に Oxy-Hbの減少
で，各低減法を用いることで，広範囲にわたって Oxy-Hbの減少が有意に抑えられることが
分かった。また，主観的評価からも，各低減法を用いることによって不快感が有意に減少
することが明らかとなった。ANC による低減法を用いることで，不快感の主観的評価と最
高可聴周波数との間に有意な相関がなくなり，ANC による低減法は可聴域において顕著に
効果があり，最高可聴周波数の高い者に特に有効である可能性が示唆された。また，各低
減法を用いることで，主観的評価と脳血流動態との間に有意な相関は認められなくなり，
チャンネル特異的ではあるが，恐怖感の強い者の前頭部および側頭部の神経活動の抑制を
軽減している可能性が考えられた。 
以上の結果から，本論文はヘッドホン着用および ANC による低減法の有効性を脳科学的
観点･主観的評価等により検討したところ，それぞれ有効であったことを結論づけている。
本研究で得られた新たな知見は，特に不安を感じやすい患者や小児の受療行動に繋がる研
究としての価値が十分に認められる。よって審査委員会委員全員は，本論文が著者に博士
（口腔健康科学）の学位を授与するに十分な価値あるものと認めた。 
 
